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公開版

【ご注意】
本資料は、生態系保護の観点から生物の位置に関わる情報などは
非表示としています。
ご了承下さい。



●第46回協議会(平成30年1月10日)以降、会議を2回開催し、維持管理計画検討のための巡視を1回実施しました。

●第27回（平成30年2月1日）および第28回（平成30年3月12日）の会議では、H30年度の工事内容や維持管理計画、

マーケットリサーチ、エコロジカル・ネットワーク等について確認・協議を行いました。

●第26回（12月1日）の会議結果も第46回協議会で未報告となっていたため、あわせて報告いたします。

●なお、第28回の会議はイベント実行委員会と合同で開催し、維持管理の試行を含むイベント企画について検討しました。

●オブザーバー視察については通路・看板整備後の検討課題となっており、今回の報告はありません。

第26回 平成29年12月1日 9:30～11:30

会議

上尾市コミュニティセンター

巡視

活動報告

第27回 平成30年2月1日 9:30～11:30

上尾市文化センター

平成30年2月6日 9:00～15:00

2

※イベント実行委員会と合同

第28回 平成30年3月12日 14:30～16:30

上尾市コミュニティセンター



1）H30年度維持管理計画（案）
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１．H30年度維持管理計画（案）
●12月1日の維持管理・環境管理委員会の検討において、上池旧流路整備地のオオカワヂシャ、モトAのハリエンジュ、モトDのシンジュおよび洪水後の

裸地化箇所へのセイバンモロコシの侵入への対策を重点化する必要があるとの意見が出されました。

●これらの意見をもとに、2月1日の維持管理・環境管理委員会にH30年度維持管理計画（案）を提示し、2月6日に巡視を実施しました。この時に出され
た意見を基に、最終的なH30年度維持管理計画（案）を作成しました。

●以下にH30年度維持管理内容（案）と、対象箇所の全体位置図を示します。

※①～⑧：右上の表と対応（ただし①、②、⑤はH30年度の実施なし）

＜H30年度の維持管理計画（案）と対象箇所＞

※表中：赤文字はH30年度からの維持管理項目、 黒文字はH29年度まで
の実績を継続、青文字は重点候補、緑文字は2/6巡視の意見を踏まえ追加し
た項目

③ 上池旧流路整備地のオ
オカワヂシャ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-3 モトクロス場跡地A・H25整備
地のハリエンジュ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-1 モトクロス場跡地整備地全域の
オオカワヂシャの除去等

：生物調査員が実施

航空写真は地理院地図

⑥-3 モトクロス場跡地整備地D
（H25-27整備）のシンジュ
（重点対象）：協議会委員が実施

⑥-2、⑥-3 モトクロス場跡地Dのセイタカ
アワダチソウ等
：協議会委員、秋のイベント参加者が実施

⑦中池保全エリアの植生管理
：協議会委員が実施

⑧移植したハンノキ・整備地周辺のつる性草本・シ
ンジュ・セイバンモロコシ
：協議会委員、ミドリシジミ観察会参加者が実施

⑥-3 上池モトクロス場跡地A整備地
のアレチウリ・セイタカアワダチソウ等

：協議会委員が実施

地区・管理対象 維持管理
実施時期
概要

実施方針

上
池

上池
旧流路
整備地

①呑み口 周辺の除草：毎年5～6月の2回 - H30は実施なし

②導水路
通路付近の除草：毎年5～6月と10月の2回 計40m（通路両

側各20m）
-

企業依頼方針
H30は実施なし

③整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回 5月 協議会実施

上池
モトクロス

場跡地
整備地

④通路 管理用通路の除草（毎年5～6月,10月）モトＡ周囲
5～6月、10

月
本田航空実施

⑤柵 周辺の除草：毎年5～6月の2回 - H30は実施なし

⑥-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回 5月
生物調査員が実

施

⑥-2 整備地
植生管理（セイタカアワダチソウの

除去等）：毎年5～6月と10月
モトD見晴台

5月

10月※

※イベント

下見時にハ

リエンジュ

を伐採（2回

目）

⑥-3と一体的に
管理

⑥-3 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウ
リ、セイタカアワダチソウ、シン
ジュ、ハリエンジュ、クワ、在来つ
る性植物（カナムグラ・クズ）の除

去等）：毎年5～6月と10月

モトA・モトD全般等

協議会実施
（委員会主体で

平日）

中
池

中池
河畔林

⑦保全エリア
植生管理（シンジュ、ハリエンジュ、クワ、在来つる性植
物（カナムグラ・クズ・ツタ類）の伐採）：毎年5～6月と

10月

6月

10月
協議会実施

下
池

下池
ハンノキ
移植地

⑧実施計画
範囲

移植したハンノキ周辺のつる性草本、シンジュ、セイバン
モロコシの除去：毎年5～6月1回

6月

9月

協議会実施

６月はミドリシジミ

観察を同時に実施

全
体

維持管理検討のための
巡視

巡視ルートを巡視し、維持管理作業の内容を検討する。 2月 協議会実施

④ 上池モトクロス場跡地A周
辺の管理用通路の除草

：本田航空が実施



地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 実施方針

上
池

上池
旧流路
整備地

①呑み口 周辺の除草：毎年5～6月の2回 中旬 下旬 H30は実施なし

②導水路
通路付近の除草：毎年5～6月と10月の2回 計40m（通路両

側各20m） ●任意 ●任意
企業依頼方針
H30は実施なし

③整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回 17日 協議会実施

上池
モトクロ

ス
場跡地
整備地

④通路 管理用通路の除草（毎年5～6月,10月）モトＡ周囲
●

任意

●

任意
本田航空実施

⑤柵 周辺の除草：毎年5～6月の2回 中旬 下旬 H30は実施なし

⑥-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回
●

調査日

生物調査員が実
施

⑥-2 整備地
植生管理（セイタカアワダチソウの除去

等）：毎年5～6月と10月
モトD見晴台

17日

11日

イベント

下見時、

ハリエン

ジュ伐採

（ 2 回

目）を中

心に委員

が実施

⑥-3と一体的に
管理

⑥-3 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウリ、
セイタカアワダチソウ、シンジュ、ハリ
エンジュ、クワ、在来つる性植物（カナ
ムグラ・クズ）の除去等）：毎年5～6月
と10月

モトA・モトD全般
等

協議会実施
（委員会主体で

平日）

中
池

中池
河畔林

⑦保全エリア
植生管理（シンジュ、ハリエンジュ、クワ、在来つる性植
物（カナムグラ・クズ・ツタ類）の伐採）：毎年5～6月と
10月

27日

13日

実 行 委

員 会 主

催 イ ベ

ン ト で

実施

協議会実施

下
池

下池
ハンノキ
移植地

⑧実施計画
範囲

移植したハンノキ周辺のつる性草本、シンジュ、セイバン
モロコシの除去：毎年5～6月1回 23日 5日

協議会実施

６月はミドリシジミ

観察を同時に実施

全
体

維持管理検討のための
巡視

巡視ルートを巡視し、維持管理作業の内容を検討する。

6日

H31年

度内容

の検討

協議会実施

１．H30年度維持管理計画（案）
●H30年度維持管理計画（案）は、前回提示の維持管理計画（案）と2/6巡視時の意見を踏まえ、以下の通り提案いたします。

１）継続して実施している部分はこれまでと同様に継続します。（表の④、⑥、⑧）

２）H29年度に課題のあった場所は新規に実施します。（表の③）

３）実施条件が整った場所を新規に実施します。（表の⑦）

４）実施条件が整わない場所は引き続き保留とします。（表の①、②、⑤）

５）2/6巡視時に出された意見を踏まえ、モトAのハリエンジュの伐採回数を1回増やします（表の⑥）。また、下池ハンノキ移植地のセイバンモロコ
シを駆除対象に加え、ミドリシジミイベント時及び9月の結実前に除草します（表の⑧）。また、2月の巡視は、オオブタクサとセイバンモロコシ
の状況を特に注視しながら実施します。

＜H30年度の維持管理計画（案）の詳細＞

5※表中 赤文字はH３０年度からの維持管理項目、 黒文字はH２９年度までの実績を継続、青文字は重点候補、緑文字は2/6巡視の意見を踏まえ追加した項目

※冠水している場合は実施不可
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２．各箇所のH30年度維持管理計画（案）

航空写真は地理院地図

③ 上池旧流路整備地のオ
オカワヂシャ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-3 モトクロス場跡地A・H25整備
地のハリエンジュ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-3 上池モトクロス場跡地A整備地の
アレチウリ・セイタカアワダチソウ等

：協議会委員が実施

（１）上池旧流路整備地・モトクロス場跡地整備地A

⑥-1 モトクロス場跡地整備地全域の
オオカワヂシャの除去等

：生物調査員が実施

※冠水時は実施不可

【協議会委員が実施】

●上池旧流路整備地のオオカワヂシャの除去（③重点対象）を5月に実施します。ただし、
冠水していた場合は、実施しません。

●モトAの管理用通路の除草（④）は本田航空が5～6月、10月の任意の日に実施します。

●モトAのアレチウリ・セイタカアワダチソウ、ハリエンジュ等の除草（⑥-3）は5月に実
施します。

●重点対象のモトA（H25整備）のハリエンジュについては、2/6巡視時に年2回以上伐採
が必要との意見があったことから、10月のイベント下見時に2回目の伐採を提案します。

【生物調査員が実施】

●モトクロス跡地整備地全域のオオカワヂシャの除去等（⑥-1）を5月の植物相調査時に実
施します。

※協議会または生物調査員による維持管理実施箇所を図示

モトA
（H23整備）

モトA
（H25整備）

モトA
（H25整備）

旧流路整備地

航空写真は地理院地図

※表：該当箇所のみ抜粋・10月以降は省略

※巡視時には、モトA（H23整備地）周辺のクズの対策も必要との意見も出されました。
しかし、労力が限られ、外来種のオオカワヂシャやハリエンジュ等の駆除の優先度が高いと考え
られます。
したがって、クズの対策については、今後の状況に応じて、対応することを提案いたします。

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 実施方針

上
池

上池
旧流路
整備地

①呑み口 周辺の除草：毎年5～6月の2回 中旬 下旬 H30は実施なし

②導水路
通路付近の除草：毎年5～6月と10月の2回 計40m（通路両

側各20m） ●任意 ●任意
企業依頼方針
H30は実施なし

③整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回 17日 協議会実施

上池
モトクロ

ス
場跡地
整備地

④通路 管理用通路の除草（毎年5～6月,10月）モトＡ周囲
●

任意

●

任意
本田航空実施

⑤柵 周辺の除草：毎年5～6月の2回 中旬 下旬 H30は実施なし

⑥-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回
●

調査日

生物調査員が実
施

⑥-2 整備地
植生管理（セイタカアワダチソウの除去

等）：毎年5～6月と10月
モトD見晴台

17日

11日

イベント

下見時、

ハリエン

ジュ伐採

（ 2 回

目）を中

心に委員

が実施

⑥-3と一体的に
管理

⑥-3 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウリ、
セイタカアワダチソウ、シンジュ、ハリ
エンジュ、クワ、在来つる性植物（カナ
ムグラ・クズ）の除去等）：毎年5～6月
と10月

モトA・モトD全般
等

協議会実施
（委員会主体で

平日）

※冠水している場合は実施不可

④ 上池モトクロス場跡地A
周辺の管理用通路の除草

：本田航空が実施
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２．各箇所のH30年度維持管理計画（案）

航空写真は地理院地図

③ 上池旧流路整備地のオ
オカワヂシャ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-3 モトクロス場跡地A・H25整備
地のハリエンジュ（重点対象）
：協議会委員が実施

⑥-3 上池モトクロス場跡地A整備地の
アレチウリ・セイタカアワダチソウ等

：協議会委員が実施

（１）上池旧流路整備地・モトクロス場跡地整備地A

※冠水時は実施不可

※協議会または生物調査員による維持管理実施箇所を図示

モトA
（H23整備）

モトA
（H25整備）

モトA
（H25整備）

旧流路整備地

平成29年5月18日
（伐採直後）

平成30年2月6日
（巡視時）

航空写真は地理院地図

※平成29年5月18日に1度伐採しましたが、約9ヶ月後の平成30年2月6日には3mを超える高さまで成長していました。

平成30年2月6日
（巡視時）

オオカワヂシャ生育箇所
は現在は冠水

⑥-1 モトクロス場跡地整備地全域の
オオカワヂシャの除去等

：生物調査員が実施

●2月6日巡視時の状況

④ 上池モトクロス場跡地A
周辺の管理用通路の除草

：本田航空が実施
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２．各箇所のH30年度維持管理計画（案）

（２）モトクロス場跡地整備地D

【協議会委員が実施】

●モトD（⑥-2、⑥-3）の維持管理作業を5月と10月に協議会委員主体で実施しま
す。

●重点対象のモトD（H25-27整備）のシンジュは、2/6の巡視時に生育範囲は限定
的であり効率的に駆除可能と考えられたことから、５月の維持管理作業の際は重点
的に駆除を実施することを提案いたします。

※表：該当箇所のみ抜粋・10月以降は省略

航空写真は地理院地図

⑥-2、⑥-3 モトクロス場跡地Dのセイタカ
アワダチソウ等
：協議会委員が実施

⑥-3 モトクロス場跡地整備地D
（H25-27整備）のシンジュ
（重点対象）：協議会委員が実施

平成30年2月6日
（巡視時）

シンジュ生育範囲

平成30年2月6日
（巡視時）

シンジュ繁茂状況

モトD
（H23整備）

モトD
（H25-27整備）

⑥-1 モトクロス場跡地整備地全域の
オオカワヂシャの除去等

：生物調査員が実施

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 実施方針

上
池

上池
モトクロ

ス
場跡地
整備地

④通路 管理用通路の除草（毎年5～6月,10月）モトＡ周囲
●

任意

●

任意
本田航空実施

⑤柵 周辺の除草：毎年5～6月の2回 中旬 下旬 H30は実施なし

⑥-1 整備地 植生管理（オオカワヂシャの除去等）：毎年5月1回
●

調査日

生物調査員が実
施

⑥-2 整備地
植生管理（セイタカアワダチソウの除去

等）：毎年5～6月と10月
モトD見晴台

17日

11日

イベント

下見時、

ハリエン

ジュ伐採

（ 2 回

目）を中

心に委員

が実施

⑥-3と一体的に
管理

⑥-3 整備地

植生管理（オオブタクサ、アレチウリ、
セイタカアワダチソウ、シンジュ、ハリ
エンジュ、クワ、在来つる性植物（カナ
ムグラ・クズ）の除去等）：毎年5～6月
と10月

モトA・モトD全般
等

協議会実施
（委員会主体で

平日）
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２．各箇所のH30年度維持管理計画（案）

（３）中池河畔林

【協議会委員が実施】

●中池保全エリアの除草を5～6月、10月のイベントで実施します。

●2/6巡視時には、図中の矢印の箇所は景観が良好であったことから、柵・ベ
ンチ周辺と併せて重点的に除草を実施することを提案いたします。この地点
は、通常はアレチウリやカナムグラ等が繁茂するとのご報告が委員の方より
寄せられています。

※表：該当箇所のみ抜粋・10月以降は省略

航空写真は地理院地図

⑦中池保全エリアの植生管理
：協議会委員が実施

A：景観が良好な箇所
（矢印方向に富士山が

見える）

B：柵・ベンチ

富士山

ベンチ

柵

通常はアレチウリ、カナムグラ等が生育

平成30年2月6日
（巡視時）

平成30年2月6日
（巡視時）

航空写真は地理院地図

A：景観が良好な箇所 B：柵・ベンチ

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 実施方針

中
池

中池
河畔林

⑦保全エリア
植生管理（シンジュ、ハリエンジュ、クワ、在来つる性植
物（カナムグラ・クズ・ツタ類）の伐採）
：毎年5～6月と10月

27日

13日

実行委員

会主催イ

ベントで

実施

協議会実施

⑦中池保全エリアの植生管理
：協議会委員が実施
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２．各箇所のH30年度維持管理計画（案）

（４）下池ハンノキ移植地

【協議会委員が実施】

●移植したハンノキ周辺のつる性草本、シンジュ、セイバンモロコシを6月と
9月に除草します。６月は、ミドリシジミ観察会と合同実施いたします。

●前回委員会・2/6巡視時に、セイバンモロコシが移植したハンノキ周辺に繁
茂しており注視する必要があるとの意見が出されました。このため、この場
所のセイバンモロコシも駆除対象とすることを提案いたします。また、結実
前に駆除することが有効との指摘があることから、9月（※2）に２回目の
駆除を実施することを提案いたします。

※1 表：該当箇所のみ抜粋・10月以降は省略

航空写真は地理院地図

⑧移植したハンノキ・整備地周辺のつる性草本・シ
ンジュ・セイバンモロコシ
：協議会委員、ミドリシジミ観察会参加者が実施 ※2 農業環境技術研究所HPによればセイバンモロコシが穂をつける時期は8～9月とされて

います。より適切と考えられる駆除時期（結実直前）についてご意見をお願いいたします。
（http://www.naro.affrc.go.jp/archive/niaes/project/plant_alien/book/index_s/sorghum.html）

ハンノキ

・シンジュが広範囲に生育。
・つる性草本およびセイバンモロコシは枯れており確認できませんで

したが、春季以降繁茂します。

平成30年2月6日
（巡視時）

地区・管理対象 維持管理 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 実施方針

下
池

下池
ハンノキ
移植地

⑧実施計画
範囲

移植したハンノキ周辺のつる性草本、シンジュ、セイバン
モロコシの除去：毎年5～6月1回 23日 5日

協議会実施

６月はミドリシジミ

観察を同時に実施



H30年度維持管理計画に関する協議会への提案事項

11

①H30年度維持管理作業は、事務局（案）で実施する。



２）H30年度工事（案）

12



13

１．下池の工事について



●H29年度工事では、水路に接続するよう上流側から掘削を行いました。
●H30年度工事では、持ち出せる土砂の量等を考慮して掘削を行う予定です。

工事用道路のルート

土砂仮置き場

（高さ1-2m）

野火跡地

Ｈ３０年度以降
掘削予定箇所

Ｈ２８年度工事掘削箇所 Ｈ２９年度
掘削箇所

町道

掘削後の状況（１月）

H28工事

H29工事
下流の水路に接続

水路

H30年度はH29工事の池を下流側に向
けて広げるよう掘削します。

14

１．下池の工事について



２．看板の内容について

15



２．看板の内容について

16

○看板内容に対する意見の対応（案）

日付 会議名 主な意見 対応（案） 備考

1月29日 広報WG

・海外の方がリピーターとなれるよう英語を併
記する。

・看板の主な内容を英語併記とします。 ２月１日維持管理環境
管理専門委員会報告済
み。

・荒川の成り立ちなど、地形や歴史的な説明を
情報に加える。場所によっては裏面の活用を
考える。

・地形や歴史的な情報については、中池の解説板・
説03（P25昔の姿に一番近い場所）に迅速測図
を、下池の解説板・説０６（P28）「河川本来の
ハンノキ林」のタイトルを「冠水場所に成立する
河川本来のハンノキ林」に変更して、横堤の説明
図を追加します。

・荒川の成り立ちなど、地形や歴史的な説明の追加
はQRコード対応とします。

QR対応は、P31～
44参照

2月１日
維持管理・環境
管理専門員会

・総合案内板に、エコロジカル・ネットワーク
の拠点である江川サクラソウトラスト地や三
ツ又沼ビオトープに関する位置情報の追加を
検討する。ただし、デザイン等の観点で載せ
るスペースがない場合は、QRコードでWEB
ページを参照する方法を採用しても良い。

・エコロジカル・ネットワーク等の広域情報につい
ては、スペースがないため、QRコードでWEB
ページを参照する方法で対応します。
WEBページの参照は、総合案内版の中でイメー
ジキャラクター「たろうえもん」の吹き出しで、
「スマホでQRコードを読み取ると周辺のビオ
トープ等の位置や、歴史などの詳しい情報が確認
できるよ」を追加します（Ｐ18）。

QR対応は、P31～
44参照

・下池出口の案内板・案０２に三ツ又沼の案内
を入れたほうが良い。

・下池出口の案内板・案０２（P22)へ「三ツ又沼ビ
オトープ1.5km →」を追加します。

２月６日
維持管理・環境
管理専門員会
（巡視）

・解説板（説０２）に現在地を追加したほうが
良い。

・解説板・説０２（P24)の呑口と水路の図に現在地
を追加します。



看板整備（案）全体位置図
国有地
民有地
市・町
認定道路

総合案内板

案内板

解説板

指導標（方向指示）

距離標（距離、位置）

総01

説01

方01

距01

案01

国有地

総合案内板

案内板

解説板

指導標（方向指示）

距離標（距離、位置）

総01

説01

方01

距01

案01

国有地以外

参考：全体位置図

17



総合案内板（案）

18

※周辺のビオトープや歴史的な情報は、イメージキャラクター「たろえもん」の吹き出しでQRコードを読み取るように促します。
HPであれば、将来的にも情報の更新ができるため、HPで説明することとします。

6.3km

1.8km



総合案内板の設置場所の写真

総01 総0２ 現看板と入れ替え上池堤防上 総0３ 赤城樋管水路横断部

平場の奥に設置

設置位置写真

設置位置

設置位置写真

設置位置

設置位置写真

設置位置

19

※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。



総合案内板の設置場所の写真

総0４ 下池堤防上 総0５ 下池堤防下

平場の奥に設置

設置位置写真 設置位置写真

設置位置 設置位置

20

※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。



案０１のデザイン

使用している航空写真：国土交通省撮影（H19)

設置位置写真

設置位置

21

※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。
2.4

2.6

3.9



案０２のデザイン

設置位置写真

設置位置

※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。

※三ツ又沼ビオトープを追記しました。

22

1.3km

6.3km



説０１のデザイン

設置位置写真

設置位置

23

※看板の位置は今後の検討により変更するこ
とがあります。

※荒川を加えました。
※たろえもんの吹き出しを変更しました。

1.5km

5.9km



説０２のデザイン

設置位置写真

設置位置

24

※看板の位置は今後の検討により変更するこ
とがあります。

※現在地を追加しました。

1.2km

5.6km



説０３のデザイン

25

※看板の位置は今後の検討により変更するこ
とがあります。

※荒川改修前のものの航空写真がないため、明治の迅速測図に差し替えました。

former river channel

Arakawa RiverYou are here

You are here

2.6km

2.3km

3.7km



説０４のデザイン

下池へ

見る方向

見える景色

ハンノキ

若齢ハンノキ

ハンノキ

設置位置写真

設置位置

26※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。



説０５のデザイン

設置位置写真

設置位置

27

※解説板・説０５は、下池の水辺近くに設定していましたが、草に覆われ奥のほうへのアクセスが良くないことか

ら、下池整備地に入るところに変更します。

※看板の位置は今後の検討により変更するこ
とがあります。

5.9km 1.6km



説０６のデザイン

設置位置写真

設置位置

28

※洪水時に水を貯めておく機能をもった場所で、河川本来のハンノキ林が成立することから、タイトルを変更し、

横堤の説明を記載することにします。

※看板の位置は今後の検討により変更すること
があります。

5.6km



説０７のデザイン

設置位置写真

設置位置

29

※看板の位置は今後の検討により変更することがあります。

※２月６日の巡視時の委員の意見をもとに、水路を渡った右側の設置位置に変更します。

設置に際し、重要な植物の有無を確認した上で設置します。

水路

水路

5.7km



30

QRコードによる看板補足説明（案）

・看板で説明できない内容をWEBで解説するイメージです。
・現地で、スマホやタブレットなどの小型の画面で見ることを想定し、文字を少なくしまし

た。
・事務所のHP、もしくは、協議会のHPで掲載することが考えられます。協議会のHPに掲載

する場合、管理するメンバーの不在が課題です。



・太郎右衛門自然再生地の、最近のトピッ
クスや荒川の成り立ち、治水施設や周辺
のビオトープについて、解説するよ。

①最近のトピックス！
②荒川の流路の変遷
③河道の直線化と連続的な堤防の整備
④横堤
⑤旧流路
⑥周辺のビオトープ
⑦見ることができる生き物たち

ようこそ、太郎右衛門自然再生地へ！

31

※トピックスは最初は看板設置時の最新のトピックスを掲載し、その後、随時更新。
※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・４月２９日に『かわじま輪中の郷
ウォーキング』が開催され、太郎右
衛門自然再生地の中を歩くよ。

①最近のトピックス

・川島町のイベントは、↓で確認できるよ。
http://www.town.kawajima.saitama.jp/2930.htm
輪中ウォーキングの開催が近くなったら案内が掲載されるよ。

32

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・平成30年４月に中池に通路がで
きたので、歩いてみてね！

①最近のトピックス

完成した通路の様子。この先に何があるか確かめて見てね。

33

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。



・この場所に関心のある人たちで、よ
り良い場所にするための話し合いを
しているよ。

①最近のトピックス（※トピックスが無い平常時版）

・話し合いの様子は、↓で確認できるよ。
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index050.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index051.html

34

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・荒川は人の手により流れが大きく2回変え
られたよ。

・最初は江戸時代に熊谷市の久下地点で元荒
川に流れていた河道を、今の荒川の流れ
（入間川と合流する流れ）に変えたんだよ。

・この付け替えは荒川の西遷と呼ばれている
よ。

②荒川の流路の変遷

35

付け替え前後

付け替え前

付け替え後

太郎右衛門地区

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。



・2回目は、大きな被害を出した明治43年の洪
水を契機として、蛇行した河道の直線化が行
われたよ。
このとき連続的な堤防や横堤も整備されたよ。

②荒川の流路の変遷

36

直線化

直線化

太郎右衛門地区

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。



・蛇行していた河道を掘削して直線化したよ。
主にそのときの掘削で生じた土砂を使って連
続した堤防が造られたよ。

・広い川幅を生かして横堤も造られたよ。治水
効果を高めながら農地を保護する役割がある
よ。

③河道の直線化と連続的な堤防の整備

37

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。



・荒川では、広い川幅を利用して、洪水
の勢いをゆるめる機能をもった『横
堤』が整備されたよ。

・『横堤』は下流へ流れる洪水のピーク
流量を少なくする役割をもっているよ。

④横堤

38

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。



・横堤は吉見町糠田橋付近から戸田市笹
目橋付近の約35キロの区間に、計27
箇所（現在は25箇所）設けられたよ。

・横堤は、治水以外にも道路や鉄道の橋
の一部として利用されているよ。

④横堤

39

※多言語に対応予定です
（英語、中国語、韓国語）。

吉見町明秋の横堤（H25冬撮影）

吉見町古名新田の横堤（H25冬撮影）

◀吉見町明秋には、規模の大きな横堤

が整備されました。改修後には洪水

の被害を受けやすい北側を避け、南

側を利用した集落が横堤の脇に並ぶ

ことになりました。

◀古名新田の横堤は荒川の右岸堤防

からほぼ直角に約1.7キロにわ

たって築造されました。現在では

道路が走り、河川敷は水田や畑、

ゴルフ場やグラウンドに活用され

ています。



・昭和２９年までに蛇行した河道の
直線化がおこなわれたよ。上池、
中池および下池はむかしの河道だ
よ。

上池 中池 下池

横堤

⑤旧流路

40

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・荒川には、太郎右衛門自然再生地
などの規模の大きな自然が点在し
ているよ。
三ツ又沼ビオトープはすぐ近くに
あるので、訪問してみてね！

⑥周辺のビオトープなど

41

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・エコロジカル・ネットワークの形
成により、高次消費者が繁殖でき
る自然を形成できると考えられて
いるよ。

⑥周辺のビオトープなど

42

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



・ミドリシジミとハンノキは荒川を
代表する生き物だよ。

・太郎右衛門自然再生地では、少な
くなったハンノキを移植し、ミド
リシジミを増やす取り組みを行っ
ているよ。

⑦見ることができる生き物たち

43

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。
※生物の出典：国土交通省荒川上流河川事務所(2003)「荒川の自然図鑑 荒川の植物」

国土交通省荒同上流河川事務所 (2004)「荒川の自然図鑑 荒川の動物」

ミドリシジミ ハンノキ

ミドリシジミは、若齢期のハンノ

キ林を好むことが知られています。

メスは若齢のハンノキに卵を産む傾

向があります。幼虫はハンノキの葉

を巻いて巣をつくり、葉を食べて成

長します。成虫は6～9月に見るこ

とができます。

ハンノキは、氾濫原の湿地や稲作

をやめた田んぼに生える高木です。

荒川河川敷を代表する種で、松ぼっ

くりを小さくしたような実がなりま

す。葉がミドリシジミの幼虫の餌に

なるなど、ハンノキをたくさんの昆

虫が利用します。

※このような生物を紹介するページの追加を今後追って検討します。



これからも、情報を更新してい
くよ。

また、来てね！

これから

44

※多言語に対応予定です（英語、中国語、韓国語）。



３．川島町認定道路に設置する看板について

45



○荒川太郎右衛門自然再生地の中を散策できるよう、荒川太郎右衛門地区自然再生協議会で検討した「散策ルート（案）」（既存の道路と整備した管
理用通路を利用）、「看板設置（案）」について、川島町と協議を行いました。（H30.2.21）

○その結果、現在、認定道路周辺の境界確定が完了していない状況であり、認定道路沿いに看板を設置することは難しいことが確認されました。
○また、認定道路を散策ルートとして利用する場合、見通しが悪い箇所があり、農作業車と散策路利用者との接触の危険性があることや、除草等の維
持管理の労力確保が必要であることなど、課題が多いことも確認されました。

○そのため、認定道路周辺の境界確定が完了するまで、堤防天端を利用する「散策ルート（変更案）」を暫定ルートとして、利用者に周知していくこ
とが望ましいと考えられます。

メインの順路

補助の順路

短絡路

往復路

起点：上池入口

終点：下池出口

散策ルート（案）

③

⑤

⑥

⑦

⑨

②

総合案内板
解説板
指導標
距離標

変更対象ルート

変更ルート（案）
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川島町認定道路に設置する看板について

⑧

① ④

認定道路（中池～下池上流側間の民有地内）
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変更ルート（案）上の自転車の通行について

【堤内地側】 【堤外地側】

堤防天端

サイクリング

ロード

歩行者と自転車の通行が分離される区間の断面図

●変更ルート（案）上に、天端より下にサイクリングロードがあり歩行者と自転車の通行が分離される区間（水色線）と分離されない区間（黄色
線）があります。

総合案内板
解説板
指導標
距離標

歩行者と自転車が分離された区間
歩行者と自転車が分離されていない区間

【変更ルート（案）】

メインの順路

補助の順路

変更対象ルート

認定道路（中池～

下池上流側間の民有地内）

A

A’

A A’



４．中池のタケ繁茂区間の通路確保について

48



中池のタケ繁茂区間の通路確保について

タケが道に倒れかかって
おり、通行に支障

通路確保のためのタケ
の伐採区間

タケが密集、中に大
きな樹木が混ざる

写真1

写真１
順路

通路の変更（案）

写真２

伐採して通路とする

順路

タケの伐採

写真3

写真3

写真4

樹木
タケ

写真4
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鳥観察の車がよく確認
される場所

伐採して通路とする

写真2

当初の通路（案）

○中池の認定道路を活用した散策ルート案では、タケを伐採して新たに通路の確保が必要な箇所があります。
○当初は国有地の奥での連絡を考えていましたが、タケが倒れ通路を塞いでいること、タケ伐採エリアに大きな樹木が混ざることから、タケ

の伐採エリアが少ない手前の赤点線のルートの設定が良いと考えられます。
○これにより、当初設定の通路と比較して約200m短くなります。



中池のタケ繁茂区間の通路確保について

写真1

通路の変更（案）
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当初の通路（案）

写真2

順路（当初案）

順路（当初案）

見通しが良くない

○通路（変更案）までは、タケが少なく見通しが良い状況（写真２、3）ですが、奥の通路（当初案）はタケが密集し（写真5） 、周囲があまり見えな
い状況にあります。また、密集したタケの中に直径50cm以上の樹木が混在しており（写真5）、樹木に配慮した通路設定が必要になります。

○帰りの通路は、車の轍がはっきりした通路で、見通しは通路の当初案、変更案ともに変わらず良い状況です（写真8、10）。

写真１

写真2

写真4

写真5

写真6

写真7

写真8

写真9

写真10

順路（当初案）写真5

写真8

順路（当初案）

写真10

順路

順路

順路

順路

写真4 タケが密集 写真6
タケが密集

写真7

写真9

写真3

写真3

順路



○中池の道路の幅はタケが迫るところで2m程度、広いところで３ｍ程度の幅です。
○新たに確保する通路の幅は、接続する道路幅との連続性を考慮（狭く感じて行きにくくならない幅）として３ｍとします。
○通路の延長は約６０ｍ、タケ伐採区間の延長は約２０ｍ（現地確認）です。
○通路はタケを伐採・除根し、根のない土で埋戻し、両側にタケの防根シートを設置、舗装しないこととします。

現況の道路（認定道路） タケを伐採して確保する通路イメージ

タケ タケ

タケの伐採

除根後にタケの根のない土で埋戻し

防根シートの設置

除根 除根
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中池のタケ繁茂区間の通路確保について

約2m

写真１ 写真２
約3m

写真2

写真１

現況の通路
幅2～3m



H30年度工事に関する協議会への提案事項
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①下池の掘削工事、看板、中池のタケ繁茂区間の通路については、事務局（案）で進める。

②川島町認定道路に看板を設置することは、当面難しいため、堤防天端を利用する「散策
ルート（変更案）」を暫定ルートとして利用者に周知していく。



３）エコロジカル・ネットワークの検討状況について
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江川下流 地区

荒川太郎右衛門地区エコネット形成活動計画 検討の流れ（案）

「サクラソウ群落」の再生を通じたエコネット形成活動展開の基本方針（案）

他地域の事例
反映

多様な主体で構成されるサポーターとの「協働推進体制」の整備

①自然再生事業地の効果的なアピールを図るため「サクラソウ群落」の形成を再生の目標とした活動を推進する

②太郎右衛門地区周辺の「江川下流地区」との連携によるエコロジカル・ネットワーク形成に向けた活動を推進する

目的

エコロジカル・ネットワークとしての連携

結果の反映
再生候補地の抽出

・自然条件
・アピール性等の社会条件

「サクラソウ群落再生適地」選定のための生育環境条件の
現地調査の実施

・詳細現存植生

・土壌水分量

・光環境 等

荒川太郎右衛門 地区

再生対象の植物種・群落について
・対象種の選定
・生育環境条件の検討

サクラソウ群落再生への効果的な手順の検討

・対象種の移植適正・難易度の検討

・効果的な移植手順・手法の検討

・効果的な管理・活用の検討

荒川太郎右衛門地区エコネット形成活動計画（案）の作成

活動目的に応じた複数の「サクラソウ群落再生適地」の決定

既存活動団体の参加協力

検討済 検討済
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p.55‐56 p.57



表　再生対象の湿性植物種の候補（案）

湿地等 水域

1 ﾅﾃﾞｼｺ カワラナデシコ ● ピンク VU

2 ｽｲﾚﾝ コウホネ ● 黄 NT

3 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ トモエソウ ● 黄 VU

4 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ノウルシ ● 黄 NT VU

5 ｻｸﾗｿｳ ノジトラノオ ● 白 VU EN

6 ｻｸﾗｿｳ ヌマトラノオ ● 白 NT

7 ｻｸﾗｿｳ サクラソウ ● ピンク NT CR

8 ﾐﾂｶﾞｼﾜ アサザ ● 黄 NT VU

9 ｷｮｳﾁｸﾄｳ チョウジソウ ● 淡い紫 NT EN

10 ｷｷｮｳ バアソブ ● 白と紫 VU EN

11 ｷｸ ホソバオグルマ ● 黄 VU EN

12 ﾕﾘ コオニユリ ● 赤 NT

13 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ キツネノカミソリ ● 赤 NT

14 ｱﾔﾒ ノハナショウブ ● 紫・紺 VU

15 ﾗﾝ ミズチドリ ● 白 CR

・環境省レッド・・・環境省レッドリスト維管束植物（環境省、2017）への掲載状況
・埼玉県レッド・・・再改訂・埼玉県レッドリスト2011植物編（埼玉県、2011）の掲載状況
＜レッドデータブックのカテゴリー区分＞
CR ：絶滅危惧ⅠA 類 EN ：絶滅危惧ⅠB 類 VU ：絶滅危惧Ⅱ類 NT ：準絶滅危惧

埼玉県
レッド

No. 科名 種名
生育環境

花の色
環境省
レッド

55



56



57

備考

公有地 民有地 整備 非整備 概況植生
植生管理

労力
アピール

性
盗掘可能

性
整備労力 保全整備 活用整備

1 ● － ● －

A ● － ● － ○オギ群落 ◎ ○ ◎ ○ － ○ 造成草地

B ● － ● － ○オギ群落 ◎ △ ◎ ◎ － ○
造成草地
斜面

C ● － ● － ○チガヤ群落 ○ ◎ ◎ ○ － ○
造成草地小域
見本園として適

D ● － ● － ○オギ群落 ◎ ◎ ◎ ○ － ◎
造成草地
堤防下

A ● － 園路 ● △カナムグラ群落 ◎ ◎ ○ ◎ － ◎ 荒廃草地

B ● － 園路 ● △クズ群落 ◎ ◎ ○ ◎ － △ 荒廃草地

4 － ● － ● ◎ハンノキ林 △ △ △ △ ○ －
自然樹林地
調査地として適

5 ● － － ● ◎ハンノキ林 △ △ △ △ ◎ △ 自然樹林地

6 － ● － ● △カワヤナギ群落 ◎ × △ ◎ △ －
遷移進行地
調査地として適

群落形成手法：サクラソウ群落等の氾濫原野植物の再生に際しては、適地選定地において、
　　　　　　　　　：当面、20m × 20m程の方形区を設定し、重点的な植栽や種子散布を行い、
　　　　　　　　　：育成管理を図りながら徐々に再生地を拡大していくことを想定する。

※ノウルシの自生は、自然条件下でサクラソウ群落の
※生育条件を備えていることを示す。

適性評価＊
現状確認 適性予測

社会的適性自然的適性

　　　　　　　　　　　◎：優/極大　○：良/大　△：可/中　×：不可/小

　　　　　　　　　　　＊活用整備：来訪者に太郎右衛門地区をアピールすることを目的とした整備適性

　　　　　　　　　　　＊保全整備：減少傾向が著しいサクラソウを始めとした湿性植物群落の保全・再
　　　　　　　　　　　＊　　　　　　：生を目的とした整備適性

荒川太郎右衛門地区エコネット形成活動計画
『サクラソウ群落再生候補地』比較一覧

　　　　　　　　　　適性条件
　候補地区

下池・河畔林ノウルシ

　　　　自生地※

下池・横堤沿いノウルシ

　　　　自生地※

自然再生事業土地所有

2

3

上池・モトクロス場跡
      　湿地整備地D

中池・河畔林園路
　　　　整備地

上池・モトクロス場跡
　　　  湿地整備地A

下池・ハンノキ林ノウルシ

　　　　自生地※

非表示

非表示
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エコロジカル・ネットワークに関する協議会への提案事項

①エコロジカル・ネットワークについては、引き続き、維持管理・環境管理専門委員会で検
討を進めていく。
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４）マーケットリサーチについて



リサーチ実施状況と予定

●マーケットリサーチの実施状況と予定は以下の通りです。

企業 学校 その他

桶川市
－ 桶川西高校 商工会

観光協会
農業団体

川島町

本田航空(株)
(株)レインボーモータースクール
川島インター産業団地
(株)カインズ
三井精機工業(株)
日之出水道機器(株)

出丸小学校・三保谷小学校 商工会
農業団体

上尾市

上尾領家工業団地
上尾ミニ工業団地
(株)ブリヂストン

－ 市自然学習館
商工会
観光協会
農業団体

H28 H29 H30～

内容

本田航空(株)

三井精機工業(株)

エコプロ2017参加企業 • エコプロ2017で名刺交換した企業・大学には、イベント等の際に案内

を送付。ＣＳＲ責任者と名刺交換を行ったA社については、訪問し活動

内容を説明するとともに、同社のCSR活動についてのヒアリングを行う。

• エコプロ2018を訪問し、再度リサーチを行う。

• 川島町役場を訪問し、CSR活動に興味のある企業を探す。

備考

(株)レインボーモータースクー

ルと日之出水道機器(株)はイベ

ントチラシ配布のみ

＜リサーチ対象候補＞ 灰色文字は終了

＜リサーチ実施内容（案）＞ 灰色網掛けは終了

＜リサーチ方法＞

●パンフレットを持参し、現地および協議会とその取
り組みについて紹介する。

●以下の事項について聞き取りを行う。

１．社会貢献活動等について

２．自然環境や野生生物の保全に関わる活動等について

３．１や２を行う上での条件や課題、希望について

４．荒川太郎右衛門地区自然再生事業について

５．その他
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リサーチ実施状況と予定

●昨年12月7日のエコプロ2017訪問の際、太郎右衛門地区の維持管理にすぐにご協力頂けるというご回答は得られませ
んでした。しかし、A社のCSR担当者の方と名刺交換し、協議会の活動について説明を聞いていただける旨のご回答を
いただきました。

●同社は、森林を2箇所所有しており、飲料の水源確保のための「森作り活動」等を通じてCSR活動を行っています。

●同社のCSR担当者の方を訪問し、太郎右衛門地区と維持管理内容等について説明し、さらにA社の詳細なCSR活動の
内容や課題・ノウハウをお聞きすることを提案いたします。
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（１）エコプロ2017で訪問した企業へのアプローチ

説明事項の例 ヒアリング事項の例

• 自然再生事業について
• 維持管理作業の内容
• 協力頂ける方や企業を集めるための取り組み
• 年間スケジュール

• 活動の詳細
• 参加者について（ボランティアか社員か等）
• 参加者を集めるための取り組み
• 活動を進めていく上での課題やノウハウ

＜A社取り組み＞

【場所】 群馬県内

【面積】 約9ha

【活動内容】 ・10数回実施
・獣害防止活動
・林内管理（下草刈り、除伐、林内清掃等）
・植樹

など



リサーチ実施状況と予定

●2018年12月6～8日にエコプロ2018が開催されますので、再度、訪問することを提案いたします。なお、12月8日
は中池散策と写真撮影会を予定しているため、訪問する場合は12月6、7日のうちいずれか1日になります。

●第46回協議会（1月10日）では、企業や大学に対して具体的な活動内容等を提示することが必要との意見が出されま
した。次回訪問する際は、維持管理に参加頂く場合の「具体的な作業内容」や「研究材料としての可能性」を、企業・
大学へ示します。
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（２）エコプロ201８の訪問

＜エコプロ2018の開催概要＞

【日時】 2018年12月6日（木）～8日（土） 10:00～17:00

【会場】 東京ビックサイト 東ホール

【出典規模】 650社・団体 / 1,450小間（見込み）

【来場者数】 170,000人（見込み）

出典：http://eco-pro.com/2017/outline/000763.html



リサーチ実施状況と予定

●川島町は太郎右衛門地区に最もアクセスしやすいため、再度、川島町内の企業へ維持管理作業への参加をお願いしてい
きます。

●その足がかりとして、川島町役場を訪問し、産業団地や商工会等の関係者の方（※）をご紹介いただくことを提案いた
します。

●紹介いただいた方を訪問し、その方を通じてCSR活動に関心のある川島町の企業との接点を得て、維持管理作業への参
加をお願いすることを想定しています。

※工業・産業団地にはとりまとめ役の方がいらっしゃると想定されます。
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（３）川島町の企業へのアプローチ

＜再掲：リサーチ対象候補＞ 灰色文字は終了

企業 学校 その他

桶川市
－ 桶川西高校 商工会

観光協会
農業団体

川島町

本田航空(株)
(株)レインボーモータースクール
川島インター産業団地
(株)カインズ
三井精機工業(株)
日之出水道機器(株)

出丸小学校・三保谷小学校 商工会
農業団体

上尾市

上尾領家工業団地
上尾ミニ工業団地
(株)ブリヂストン

－ 市自然学習館
商工会
観光協会
農業団体



リサーチ実施状況と予定

●A社、川島町役場への訪問は維持管理作業・イベントが無い8月に実施します。訪問のための調整は７月頃に行います。

●川島町役場から産業団地等の関係者の方を紹介いただけた場合、関係者の基本情報を収集・確認した上で、秋イベント
終了後の11月頃にその方を訪問します。

●エコプロ2018に、12月6、7日のうちいずれか1日に参加します。

●イベント時には、エコプロ2017で名刺交換をした企業・大学へチラシ送付を行います。
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（4）平成30年度マーケットリサーチ計画（案）

スケジュール

4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

維持管理作業
・イベント

イ：7日(土)
イ：29(日)

イ:13日(日)
維:17日(水)
イ:19日(土)
イ:26日(土)

イ:2日(土)
イ:16日(土)
イ:23日(土)
維:27日(水)

維:5日(水)
維:11日(木)
イ:13日(土)

イ :23日 ( 金
・祝)

イ:8日(土) 維:6日(水)

マーケットリ
サーチ

●A社調整
● 川 島 町 役

場調整

●A社訪問
● 川 島 町 役

場訪問

● 川 島 町 の
産 業 団 地
等 関 係 者
訪問

● エ コ プ ロ
2018

:6、7日のい
ずれか

※イ：イベント、維：維持管理作業



参考：リサーチ結果（報告済み分）

リサーチ対象 実施概要 結果 備考

本田航空(株)

平成28年9月30日
出席者：川島副委員長

事務局

① 本田航空は、地域の行事に参加したり、美化活動を行った
りして、地域との良好な関係を保つ活動をこれまで実施し
てきている。

② 飛行場管理の一環で年間を通して日常的に草刈りを実施し
ているので、荒川の河川敷を占用して利用している者とし
て、また協議会の一員として、事業による整備地の通路等
の定型的な草刈り行為の協力は可能である。

除草の協力については、
実施時期や、実施方法に
ついて、ある程度まかせ
ていただけると協力しや
すい。

三井精機工業(株)
平成29年1月16日
出席者：川島副委員長

事務局

① 現状では、会社としての協力はすぐには難しい。
② 社員へのイベントチラシの配付については協力する。
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企業・大学名 名刺交換 備考

三井住友フィナンシャルグループ ○
住友三井オート
サービス

三井住友信託銀行/日本生態系協会/日本
ナショナル・トラスト協会

○ 堂本委員長知己

大日本印刷 ○
イオン ○ イオン環境財団
積水化学工業 ○
大王製紙 ○
ブリヂストン ○
本田技研工業 ○
SUBARU ○
マツダ ○
三菱自動車工業 ○
王子グループ ○
味の素グループ（味の素/味の素AGF/J-
オイルミルズ/味の素冷凍食品/ヤマキ）

○

立教大学ESD研究所 ○ 堂本委員長知己
大正大学 ○ 堂本委員長知己

企業・大学名 名刺交換 備考

エネテク
太平洋セメント
JFEグループ
新日鉄住金グループ
日本テクノ
YKKグループ
帝人グループ
コスモエネルギーホールディングス(コス
モ石油)
東洋紡グループ
三菱ケミカルホールディングス
大和ハウスグループ
クラレ
リンナイ
IHI
三菱電機グループ
パナソニック
ライオン
ユニ・チャーム
凸版印刷
富士ゼロックス
花王
タカラトミーグループ
日本製紙グループ

企業・大学名 名刺交換 備考

国際紙パルプ商事
日本紙パルプ商事グループ
デュプロ
NGP日本自動車リサイクル事業協同組合
/NGP
SGホールディングスグループ(佐川急便)
NTTドコモ
日本郵政グループ
エプソン
リコー
コニカミノルタ
キヤノン/キヤノンマーケティングジャパ
ン
トンボ鉛筆
バンダイナムコグループ
山崎製パン
千葉商科大学
東京農業大学農学部(森田ゼミ)
武蔵野大学環境プロジェクト
千葉大学園芸学部緑地環境学科
城西国際大学 環境社会学部
生態工房

訪問し名刺交換をした企業 訪問のみの企業（名刺交換はせず）

名刺を交換した企業に関しては、イベント等
の際にお知らせをお送りします。

リサーチ対象 実施概要 結果 備考

エコプロ2017
参加企業

平成29年12月7日
出席者：堂本委員長

川島副委員長
菅間委員
事務局

① すぐに協力いただける企業等は見つからなかった。
② 自然地を所有して生物多様性という切り口で動いている企

業のＣＳＲ責任者と名刺交換を行った。協力を頂くという
ことでは無いが、取り組みの参考事例として紹介をして頂
ける可能性があることが確認出来た。

③ 上記を含め、13の企業と2つの大学の関係の方と名刺交換
を行った。

④ 協力を得られる企業や大学が関東近辺にある可能性はある
と考えられた。

名刺交換先以外について
も、多くの出展者を訪問
した。

参考：リサーチ結果（報告済み分）
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マーケットリサーチに関する協議会への提案事項

①エコプロ2017で名刺交換した企業・大学には、イベント等の際に案内を送付する。

②ＣＳＲ責任者と名刺交換を行ったA社については、A社を訪問し協議会の活動内容を説明
するとともに、同社のCSR活動についてのヒアリングを行う。

③エコプロ2018を訪問し、再度、リサーチを行う。

④川島町役場を訪問し、CSR活動に興味のある企業を探す。
企業へ提案する活動内容としては、中池管理用通路の富士山が見える箇所の維持管理作業
等が挙げられる。


